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■研究発表セッションC1：グローバルな視点とローカルな視点

～佐賀の遺産を後世に伝えるために～

佐賀大学全学教育機構
クリエイティブ・ラーニングセンター

特任助教 河道威



１．初めに ～佐賀大学eラーニングの歩み～

◆2002年1月から学内に「ｅラーニングスタジオ」を設置

◆単位を取得できるフルｅラーニング「ネット授業」の実施

・ｅラーニングの実践に必要なLMSの開発および運用管理

・学生や教員への支援（メンター&TA）

・講義の収録や編集、コンテンツ化を含めた全てのeラーニングコンテンツの制作

◆対面授業の補助サイトとして使用する「科目履修用サイト」の運用

◆「同期型遠隔授業」（本庄キャンパス⇔鍋島キャンパス）の実施

◆「佐賀大学入学前学習サイト」の運用

◆「農業版MOT教育プログラム」ｅラーニングの運用

●社会人の学び直し「佐賀大学デジタルコンテンツ・クリエーター育成プログラム」の実施

◆「デジタル表現技術者養成プログラム」の実施

・全学部生を対象とし、2009年度より開始（現在9年目）

◆「佐賀大学コンテンツデザインコンテスト」の実施

●生涯学習「佐賀大学ｅラーニングスクール」の実施

●「佐賀デジタルミュージアム」の構築

★2016年10月 クリエイティブ・ラーニングセンター開設



★多種多様なeラーニングコンテンツを制作

・佐賀学
・有田焼入門（有田焼伝統工芸）
・大塚清吾が語る佐賀の匠（伝統工芸と匠）
・吉野ヶ里学
・佐賀の祭り（伝承芸能）

・佐賀学
・有田焼入門（有田焼伝統工芸）
・大塚清吾が語る佐賀の匠（伝統工芸と匠）
・吉野ヶ里学
・佐賀の祭り（伝承芸能） 地域密着型



■佐賀デジタルミュージアム

「開放された博物館」を目指して
本ミュージアムは、佐賀県における観光や新産業に資する資源が、国内外に発信できる
歴史的・文化的・芸術的・学術的な資源として活用されることを期待しています。
今後、佐賀県内の様々な歴史・文化をデジタルアーカイブし、広く公開することで、
地域への貢献を目指します。



２．システム構成

ポータルサイト
［Word Press］
・概要
・新着情報
・お問合わせ

収蔵コンテンツ管理
［Omeka］

・コンテンツの登録
・コンテンツの変更
・コンテンツの削除
・コンテンツの表示

ｅラーニング配信
［Moodle］

・長編学習教材の配信

リンクリンク

★外観を共通化

佐賀デジタルミュージアム

利用者

検索 閲覧



２．システム構成：ポータルサイト

収蔵品
を見る



２．システム構成：収蔵品検索ページ



２．システム構成：収蔵品コンテンツ

静止画（JPEG）

動画（mp4 or WebM）

メタデータ（閲覧情報）
・タイトル・よみ・説明
・指定文化財等

・キーワード etc

静止画＋動画



２．システム構成：ｅラーニング

・オープンソースのLMSである「Moodle」を利用
・利用者は自己登録制で利用
・VOD（Video on demand）形式で配信 本学で使用している

eラーニング教材を利用
・佐賀の祭り
・有田焼伝統工芸
・吉野ヶ里学
・伝統工芸と匠



カテゴリ 収蔵コンテンツ

伝統工芸 肥前名尾和紙，肥前びーどろ，鹿島錦・佐賀錦，まこと提灯製造所

伝統芸能 母ヶ浦の面浮立，白鬚神社の田楽，多久聖廟 釈菜，
市川の天衝舞浮立，広瀬浮立，小城山挽祗園祭

遺跡・史跡 吉野ヶ里遺跡，大川内鍋島藩窯跡，肥前国庁跡，三重津海軍所跡，
多久聖廟，鵜殿石仏群，立石観音，鶴の岩屋（法海寺）

建築物 筑後川昇開橋，旧・川南造船所跡

自然・風景 納戸料の百年桜，浜野浦の棚田，川古の大楠，
屋形石の七ツ釜，聖光寺の二千年ハス

その他 幕末佐賀藩のアームストロング砲（復元3DCG），
「近代西洋医学の父 伊東玄朴」，
「佐賀から生まれた明治日本の産業革命」

３．収蔵コンテンツ
カテゴリ分類と収蔵品

※将来的に消滅する可能性が高いものについて、特に積極的に取り上げる



実際のサイトをご覧ください。



４．これからの課題

（１）収蔵コンテンツの充実・・・コンテンツ数の増加

①制作に携わる人材の確保

②産学官による連携

③先端技術の導入

（２）認知度アップ

①県内の各自治体や文化財管理団体等との連携

②SNSなどを利用した周知・アピール



ご清聴ありがとうございました

http://www.saga‐els.com/sdm/


